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当
院
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
、
所

属
施
設
や
職
域
と
い
う
枠
を
超
え
、
地

域
の
医
療
・
福
祉
・
保
健
を
担
当
す
る

者
が「
患
者
・
家
族
が
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
し
た
療
養
生
活
を
送
る
」こ

と
を
、
共
に
考
え
、
議
論
す
る
た
め
に

「
病
院
と
在
宅
看
護
・
介
護
の
連
携
合
同

研
修
会
」を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
10
年
目
の
節
目
と
な
る

こ
と
か
ら
、
基
調
講
演
・
情
報
交
換
会
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
3
部
構

成
と
し
、
平
成
22
年
11
月
20
日（
土
）に

一
日
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
3
7
1

名（
院
内
1
6
4
名
・
院
外
2
0
7
名
）

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
関
係
者
一
同
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
が
暮
ら
し
働
く
松
山
医
療
圏

は
、
人
口
約
65
万
人
を
抱
え
、
松
山
市

は
平
成
21
年
度
高
齢
者
率
21
・
5
％（
後

期
高
齢
者
率
10
・
5
％
）に
留
ま
る
も
、

同
医
療
圏
に
あ
る
久
万
高
原
町
で
は
高

齢
者
率
43
・
1
％
（
後
期
高
齢
者
率

26
・
7
％
）と
、
今
後
の
高
齢
社
会
は
、

そ
の
暮
ら
し
に
多
く
の
難
題
を
持
つ
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

年
老
い
て
も
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
人
ら
し
く
地
域
や
在
宅
で

穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
高
齢

者
は
そ
の
役
割
が
高
ま
り
、
自
己
の

経
験
や
知
恵
を
次
世
代
へ
と
伝
え
育

て
、
ま
た
無
理
を
せ
ず
、
地
域
の
良
さ

が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
社
会
へ
と
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
医

療
・
福
祉
・
保
健
を
担
当
す
る
者
と
し

て
、
感
性
と
知
力
を
フ
ル
に
活
用
し
、

C
u
r
e
か
ら
C
a
r
e
ヘ 

、
そ
の

想
い
と
活
動
を
協
働
・
継
続
し
、
地
域

の
将
来
を
語
る
機
会
に
し
た
い
と
考

え
、
研
修
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

渕
上
院
長
及
び
光
峰
看
護
部
長
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、
基
調
講
演
と
し
て
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
院
長　

富
田
博
樹
先

生
か
ら「『
都
会
に
お
け
る
地
域
完
結

型
の
脳
卒
中
診
療
態
勢
の
構
築
を
目
指

し
て
』～
北
多
摩
南
部
脳
卒
中
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
会
の
活
動
～
」と
題
し
て
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
地
域
医
療
連
携

の
中
核
と
し
て
の
急
性
期
病
院
の
役
割

や
、
医
療
者
と
し
て
の
苦
悩
や
日
夜
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
さ
ら
に
連
携

と
は「
利
他
の
こ
こ
ろ
」が
根
底
に
あ

る
こ
と
等
、
多
く
の
感
銘
と
活
動
の
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
地
域
中
核
病
院
の
役
割

は
、
地
域
住
民
の
健
康
と
命
を
守
る
包

括
的
な
医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制
の
構

築
を
主
導
す
る
こ
と
。
脳
卒
中
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
動
開
始
後
10
年
の
現
状
と
し

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
市
民

へ
の
周
知
が
必
須
で
あ
り
、
元
気
な
う

ち
に
、
連
携
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
は
住

民
が
支
え
育
て
る
環
境
で
す
。

　

会
場
か
ら「
日
本
の
向
か
う
べ
き
医

療
の
全
体
像
が
理
解
で
き
感
動
し
ま
し

た
」「
現
状
と
共
に
将
来
の
視
点
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
」「
目
か
ら
う
ろ
こ
で

し
た
」な
ど
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
、
平
成
12
年
度
の
第
１
回

研
修
会
で「
地
域
連
携
の
現
状
と
今
後

の
展
望
」に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂
い
た

パ
ネ
リ
ス
ト
の
う
ち
3
名
の
方
に
再

度
、
登
壇
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
「
10
年
目
に
想
う
、
地
域
と
医
療
・

福
祉
の
め
ざ
す
姿
」を
テ
ー
マ
に
様
々

な
立
場
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
発
表
し
て

頂
き
ま
し
た
。
後
半
は
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
最
期
ま
で
看
取
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
フ
ロ

ア
ー
の
方
も
一
緒
に
皆
で
考
え
ま
し

た
。
医
療
・
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・

役
割
の
中
で
現
状
と
問
題
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
出
来
て
、
自
分
の
狭
い
視
野

を
広
げ
、
今
後
の
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
思
っ
た
」「
新
し
い
知
識
を
得
る

と
共
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
の
熱
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
て
刺
激
に
な
り
ま
し

た
」な
ど
、
た
く
さ
ん
の
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
・
昼
食
会
は
、
職
員
食

堂
で
6
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、

温
か
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
腹
も
心
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
昼
食
に
デ
ザ
ー
ト
、
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
会
は
、
電
話
の
向
こ
う
の
声
の
方

と
の
挨
拶
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

地
域
医
療
連
携
課
　
看
護
師
長
　
友
澤 

永
子

～ 

10
年
後
の
安
心
を
め
ざ
し
て 

～

第
10
回「
病
院
と
在
宅
看
護
・
介
護
の
連
携
」合
同
研
修
会

（
2
0
1
0
年
11
月
20
日
）

回
は
、
参
加
者
全
員
が
名
札
を
付
け
る

よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
お
互
い
が
よ
り

身
近
に
感
じ
、
和
や
か
な
情
報
交
換
会

を
行
な
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

院
外
13
施
設
、
院
内
16
部
署
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
学
会
形
式

で
5
分
間
の
口
演
を
行
な
い
ま
し
た
。

提
示
だ
け
で
な
く
説
明
、
質
問
の
時
間

が
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
得
ら
れ

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
も
年
々
分
か
り
易
く
き
れ
い

で
、
他
施
設
の
ア
ピ
ー
ル
を
参
考
に
う

ち
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
と
の
声
も
届

き
ま
し
た
。
事
業
所
の
特
色
を
知
る
こ

と
が
で
き
紹
介
の
幅
が
で
き
た
、
い
ろ

い
ろ
情
報
が
得
ら
れ
た
、
現
場
の
色
々

な
意
見
が
聞
け
た
な
ど
の
意
見
も
頂
き

ま
し
た
。

　
「
自
己
完
結
型
」か
ら「
地
域
完
結
型
」

へ
、
さ
ら
に「
地
域
包
括
型
」へ
と
進

む
医
療
の
方
向
性
を
確
認
し
、
松
山
医

療
圏
で
の「
予
防
か
ら
急
性
期
・
慢
性

期
・
在
宅
医
療
に
至
る
シ
ー
ム
レ
ス
な

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
連
携
」を
目
指

し
、「
専
門
家
に
よ
る
地
域
チ
ー
ム
」と

し
て
、「
専
門
性
の
発
揮
と
協
働
」の
推

進
を
研
修
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
会
の
企
画
・
運

営
に
関
し
ま
し
て
、
院
内
外
の
多
く
の

方
々
に
ご
支
援
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

第 10 回 病院と在宅看護・介護の連携　合同研修会 
 ～ 10 年後の安心をめざして ～

        松 山 赤 十 字 病 院
（ 敬 称 略 ）

●  挨　　拶	 １０：１５　～　１０：３０

　開会挨拶	 松山赤十字病院　　院 長
 	  松山赤十字病院　看護部長

渕　上　忠　彦
光　峰　常　美

●  基調講演	 １０：３０　～　１２：００　

《 講　演 》テーマ
「都会における地域完結型の脳卒中診療態勢の構築を目指して」
　　　 ～北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会の活動～
	 武蔵野赤十字病院　　院 長 富　田　博　樹
 	 座 長　松山赤十字病院　　院 長 渕　上　忠　彦

●  ポスターセッション 	 １２：００　～　１４：００

●  昼食会	 １２：００　～　１４：００

● パネルディスカッション	１４：００　～　１６：００

『１０年目に想う、地域と医療・福祉のめざす姿 』 
	 座長　 医療法人ゆうの森　理事長 永　井　康　徳
	  松山赤十字病院 地域医療連携室副室長 渡　邉　八重子

　伊予病院　看護部長 宇　野　みどり
　ベテル在宅診療部　統括所長 森　　　菊　子
　松山市社会福祉協議会　福祉サービス課副主幹 田　中　公　也
　特別養護老人ホーム アソカ園ケアハウス白寿 施設長 森　川　　　隆
　松山赤十字病院     看護師長 森　田　美恵子
　託老所　　あんき　　施設長 中　矢　暁　美

●  挨　　拶	 １６：００　～　１６：１０

　閉会挨拶	  松山赤十字病院　　副 院 長 横　田　英　介

松山赤十字病院 　院長
渕　上　忠　彦

松山赤十字病院 　看護部長
光　峰　常　美
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ポスターセッション参加施設
発表施設
グループ 発表順 施 設 名

A

病
棟

松
山
赤
十
字
病
院

1 急性期における療養支援

2 認知症・脳卒中教室

3 婦人科疾患における化学療法
　　～当院における病棟・外来間の連携～

4 在宅療養患者及び家族の支援
　　～兄弟支援の取り組み～

B
地
　
域

1 セントケア訪問看護ステーション

2 あうん訪問介護相談所　ゆうの森訪問介護事業所コスモス

3 老人保健施設　合歓の木　

4 松山市介護保険課

C
地
　
域

1 松山リハビリテーション病院（回復期病棟）

2 松山リハビリテーション病院（連携室）

3 北条病院

4 福角病院　　　　　　

D
地
　
域

1 南高井病院

2 松山記念病院

3 野本記念病院　　

E
専
門
・
認
定

松
山
赤
十
字
病
院

1 新生児集中ケア領域における専門支援活動

2 乳がん連携パスの運用における現状と今後の課題
　　～連携コーディネーターとしての看護師の立場から～

3 がん化学療法・緩和ケアセンターの活動

4 当院ストーマ外来の紹介
　　～人工肛門・人工膀胱を持つ方々のサポートの充実に向けて～

F

安
全·

感
染·

教
育

1 育ち育てあうために・・・
	 松山赤十字病院　看護部

2 介護現場における人材育成および能力開発
	 介護労働安定センター愛媛県支部

3 カテーテル関連血流感染症の挿入部位別の比較
	 松山赤十字病院　　検査部

4 療養支援ナースの能力開発に向けた支援体系の再構築
	 松山赤十字病院　地域医療連携課

展示（松山赤十字病院・愛媛県赤十字血液センター）
テ ー マ

1 医療安全推進ポスターの紹介　

2 当院における外来患者特性調査分析
　　～当院独自の外来必要度調査項目を使用して～

3 松山赤十字病院　専門・認定看護師紹介

4 成育医療センター看護師の外来看護活動

5 インフルエンザとノロ

6 愛媛県における献血の状況

者
が
勇
気
づ
け
ら
れ
、
自
宅
に
帰
る
に

は
、
家
族
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
退
院
後
も
自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の

継
続
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
2
0
0
1
年
当
時
の
当
医
療
圏
の

脳
卒
中
急
性
期
医
療
は
、
極
め
て
充
実

し
て
い
た
が
、
一
方
、
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
地
域
完
結
型
の
脳
卒
中
医
療
態
勢

を
造
り
上
げ
る
た
め
に
、
北
多
摩
南
部

脳
卒
中
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
を
創
設

し
、
急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
の
連
携
体

制
を
構
築
し
た
。
脳
卒
中
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
動
開
始
後
5
年（
2
0
0
6
年
）に

は
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
2
病
院（
約

　

基
調
講
演
と
し
て
、
武
蔵
野
赤
十
字

病
院　

院
長　

富
田　

博
樹　

先
生
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に

講
演
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
は
、
東
京
23
区

に
隣
接
す
る
多
摩
地
区
に
あ
り
、
東
京

都
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
。

　

初
代
院
長
神
崎
三
益
先
生
は
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
あ
り「
愛
の
病
院
」を
実

現
し
た
。
創
立
当
初
は
50
床
で
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
看
護
学
校
を
創
設
、
看

護
教
育
を
受
け
た
看
護
師
が
当
院
の
精

神
性
を
受
け
継
ぎ
、
患
者
中
心
の
医
療

を
展
開
し
て
き
た
。
そ
し
て
10
年
間
で

6
0
0
床
に
ま
で
増
床
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
に

1
9
7
3
年
に
脳
外
科
初
代
研
修
医
と

し
て
赴
任
し「
患
者
中
心
の
医
療
」に

心
打
た
れ
好
印
象
を
持
っ
た
。
10
年
後

に
再
赴
任
、
3
年
前
に
院
長
就
任
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

職
員
数
は
、
病
院
機
能
を
維
持
す
る

た
め
開
設
時
の
3
倍
の
1
5
5
2
人
を

有
し
、
医
者
を
は
じ
め
各
専
門
職
の
数

は
同
規
模
の
病
院
や
他
赤
十
字
病
院
と

比
較
し
て
非
常
に
多
い
。
病
床
利
用
率

94
・
3
％
、
パ
ス
の
利
用
に
よ
り
平
均

在
院
日
数
は
11
・
8
日
と
短
縮
し
て
い

る
。
重
点
活
動
領
域
は
、
救
急
医
療
、

が
ん
医
療
、
周
産
期
医
療
、
地
域
医
療

連
携
さ
ら
に
災
害
救
護
活
動
の
５
つ
に

搾
っ
て
い
る
。
5
㎞
圏
内
に
高
度
医
療

を
提
供
し
て
い
る
病
院
施
設
が
多
い
激

戦
区
で
あ
り
、
生
き
残
り
の
た
め
に
必

死
に
も
が
い
た
結
果
、
中
核
病
院
と
し

て
、
①
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
②
地
域
医

療
支
援
病
院
③
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
④
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
セ
ン
タ
ー
⑤
地
域
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
⑥
地
域
災
害
拠
点

病
院
の
機
能
を
持
ち
活
動
し
て
き

た
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ『
頼
れ
る
病
院

ラ
ン
キ
ン
グ
』や『
機
能
評
価
係
数

Ⅱ
＝
診
療
実
績（
医
療
の
実
力
）』

で
上
位
の
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
は
、
諸
外
国
に
比

べ
平
均
在
院
日
数
が
長
い
。
急
性

期
医
療
が
終
わ
り
在
宅
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
平
均
在
院
日

数
は
さ
ら
に
短
縮
で
き
る
。
し
か

し
、救
急
診
療
を
展
開
す
る
中
で
、

脳
卒
中
患
者
は
増
加
し
平
均
在
院

日
数
も
長
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
脳
卒
中
診
療
に
お

け
る
後
方
連
携
の
検
討
を
始
め

た
。
脳
卒
中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
に

は
、
家
族
の
同
席
や
励
ま
し
で
患

武蔵野赤十字病院　院長
富　田　博　樹　様

「
都
会
に
お
け
る
地
域
完
結
型
の

　

 
脳
卒
中
診
療
態
勢
の
構
築
を
目
指
し
て
」

第
10
回
病
院
と
在
宅
看
護
・
介
護
の
連
携
　
合
同
研
修
会

基調講演

〜
北
多
摩
南
部
脳
卒
中
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
の
活
動
〜

看
護
連
携
推
進
委
員
　
看
護
係
長
　
井
伊 

貴
子

1
0
0
床
）、
リ
ハ
ビ
リ
を
主
体
と
し

た
老
健
施
設
2
施
設（
2
0
0
床
）、
情

報
の
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
の
脳
卒
中
連

携
パ
ス
を
作
成
し
実
施
す
る
な
ど
の
成

果
を
上
げ
た
。
ま
た
、
脳
卒
中
連
携
シ

ス
テ
ム
を
市
民
に
周
知
し
て
も
ら
う
た

め
に
講
演
会
を
開
き
、
広
報
紙
に
掲
載

し
て
地
域
住
民
へ
の
啓
蒙
を
図
り
、
医

療
へ
の
住
民
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

今
後
は
、
在
宅
支
援
パ
ス
（
脳
卒
中

連
携
パ
ス
や
が
ん
診
療
の
連
携
パ
ス
）

の
周
知
・
教
育
と
在
宅
支
援
体
制
を
整

備
し
、
在
宅
医
療
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
。

　

連
携
を
行
う
に
は『
利
他
』の
精
神

が
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

富
田
先
生
の
講
演
を
聞
い
て
、
医
療

と
地
域（
在
宅
）が
一
貫
性
を
持
っ
て
支

援
体
制
を
稼
働
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
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現
状
や
、
職
員
皆
で
最
期
の
、
お
見

送
り
を
す
る
光
景
が
、
目
に
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。

　

松
山
赤
十
字
病
院
森
田
師
長
か
ら

は「
急
性
期
病
院
に
お
け
る
連
携
の
現

　

第
３
部
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
様
々
な
分
野
か

ら
活
発
な
意
見
が
投
げ
か
け
ら
れ
、

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
大
変
熱
の
こ

も
っ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
も
10
年
目
を
向
か
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
日
本

の
死
亡
者
数
は
、
2
0
0
5
年
に
死

亡
数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
年
間

1
2
0
万
人
以
上
が
死
亡
す
る「
多
死

社
会
」と
な
り
、
そ
の
80
％
以
上
が
病

院
で
亡
く
な
る
時
代
と
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

座
長
に
は
、
奇
し
く
も
四
国
で
始

め
て
在
宅
診
療
所「
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
設
し
1
0
年
を
お
迎
え

に
な
っ
た
医
療
法
人
ゆ
う
の
森
理
事

長
永
井
康
徳
先
生
を
お
迎
え
し
、
当

院
地
域
医
療
連
携
室
副
室
長
の
渡
邉

八
重
子
看
護
副
部
長
の
お
二
人
が
、

10
年
を
振
り
返
り
医
療
・
福
祉
が
ど

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
療
養
生
活
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
来
た
の
か
。

ま
た
病
院
・
在
宅
・
施
設
の
し
っ
か

り
と
し
た
連
携
の
中
で
、
徐
々
に
在

宅
で
の
療
養
が
増
加
し
て
き
た
が「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
一
人
ひ
と
り
が
、

こ
こ
ろ
豊
か
で
幸
せ
に
過
ご
し
、
看

取
る
に
は
ど
の
よ
う
な
事
が
必
要
な

の
か
」皆
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
の
進

行
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
伊
予
病
院　

宇
野
看
護
部

長
よ
り「
あ
れ
か
ら
10
年
、
ど
う
変

わ
っ
た
か
」10
年
間
の
中
で
病
院
の

機
能
も
役
割
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

生
き
る
た
め
、
生
き
き
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
病
院
で

す
が
、
最
終
的
に
は
死
に
直
面
す
る

こ
と
に
も
関
わ
り『
自
分
ら
し
い
人
生

を
お
く
る
た
め
』に
大
切
な
事
で
は
な

い
か
」と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ル
在
宅
診
療
部　

森
総
括
所

長
か
ら「
地
域
の
医
療
・
福
祉
～
訪
問

看
護
の
立
場
か
ら
～
」と
題
し「
地
域

全
体
が
一
つ
の
病
院
」の
よ
う
に
、
安

心
し
て
療
養
が
で
き
る
事
の
大
切
さ

を
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

松
山
社
会
福
祉
協
議
会　

田
中
副

主
幹
か
ら
は
、
地
域
福
祉
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
心
の
遺
言
ノ
ー

ト
（
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
ノ
ー
ト
）

に
つ
い
て
、
福
祉
の
立
場
か
ら
自
分

の
想
い
を
伝
え
る
方
法
な
ど
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の　

森
川

施
設
長
は「
10
年
後
の
安
心
の
た
め
に

今
、
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
～
施
設

の
立
場
か
ら
～
」ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た

発
表
の
中
で
の
、
施
設
で
の
介
護
の

ベテル在宅診療部　統括所長
森　　　菊　子　様

特別養護老人ホーム アソカ園 ケアハウス白寿 施設長
森　川　　　隆　様

松山赤十字病院     看護師長
森　田　美恵子

松山赤十字病院　副院長
横　田　英　介

社会福祉協議会　福祉サービス課副主幹
田　中　公　也　様

伊予病院　看護部長
宇　野　みどり　様

託老所　あんき　施設長
中　矢　暁　美　様

医療法人 ゆうの森
理事長　永井 康徳　様

松山赤十字病院 地域医療連携室
副室長　渡邉 八重子

座　　長

状
と
課
題
」と
し
、
救
急
入
院
・
救
命

と
同
時
に
、
本
人
・
家
族
の
想
い
に

寄
り
添
う「
療
養
や
死
」に
つ
い
て
、

ま
た「
死
を
家
族
に
返
す
」と
い
う
意

義
と
意
味
等
、
今
後
の
急
性
期
病
院

の
看
護
専
門

職
と
し
て
の

役
割
と
課
題

と
を
明
ら
か

に
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

託
老
所
あ

ん
き
中
矢
施

設
長
の「
縁

あ
る
暮
ら
し

で
よ
り
よ
く

死
ぬ
る
」で

は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で

の
看
取
り
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
多

く
を
教
え
て

く
れ
ま
し

た
。
何
人
も

の
方
を
看
取

り
な
が
ら

も
、
自
分
の

親
な
ら
ど
う

想
う
か
、
家

族
の
愛
に
勝

る
者
は
な

い
、
家
族
の

温
か
い
声
か

け
が
大
切
で

あ
り
人
の
耳

は
最
後
ま
で
残
っ
て
い
る
の
で「
あ
り

が
と
う
」と
耳
元
で
伝
え
る
大
切
さ
な

ど
、
心
に
残
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
「
看
取
り
」と
い
う
重
い
テ
ー
マ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、

必
ず
平
等
に
や
っ
て
来
る
人
生
の
最

後
を
ど
う
過
ご
す
か
・
家
族
を
ど
う

看
て
い
く
の
か
、
誰
し
も
が
想
い
悩

ん
で
い
る
事
で
あ
り
、
皆
で
考
え
共

有
す
る
事
が
出
来
た
貴
重
な
時
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
迷
っ
て
、
迷
っ

て
人
生
を
終
わ
る
時
、
周
り
の
人
た

ち（
医
療
者
・
介
護
者
・
福
祉
）が
、

そ
の
時
そ
の
時
出
来
る
だ
け
後
悔
が

な
い
様
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
私
も
療
養
支
援
ナ
ー
ス
と
し

て
し
っ
か
り
関
わ
り
、
ほ
ん
の
少
し

で
も「
幸
せ
だ
っ
た
」と
い
う
想
い
に

添
え
る
看
取
り
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。　

第
10
回
病
院
と
在
宅
看
護
・
介
護
の
連
携
　
合
同
研
修
会

「
10
年
目
に
想
う
、
地
域
と
医
療

　
　
　
　
　
　
　

・
福
祉
を
め
ざ
す
姿
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
医
療
連
携
課
　
看
護
係
長
　
土
谷 

仁
美
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加
齢
黄
斑
変
性
に
的
を
絞
っ
て
お
伝

え
し
た
い
。

老
人
性
白
内
障

　

白
内
障
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
水
晶

体
と
呼
ば
れ
る
レ
ン
ズ
が
混
濁
す
る

病
気
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
視
力
低

下
は
、
60
歳
代
で
70
％
、
70
歳
代
で

90
％
、
80
歳
以
上
ほ
ぼ
１
０
０
％
生

じ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
加
齢
と
と

も
に
必
発
す
る
。
自
覚
的
に
は
、
か

す
ん
で
見
え
た
り
、
光
が
眩
し
く
感

じ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
進

行
す
る
と
視
力
低
下
を
引
き
起
こ
す
。

日
本
で
は
白
内
障
手
術
が
浸
透
し
て

お
り
、
い
ま
ど
き
白
内
障
で
失
明
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
世
界

的
に
見
た
視
力
障
害
の
第
１
位
は
白

内
障
で
あ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

白
内
障
手
術
の
歴
史
は
、
限
り
な

い
小
切
開
へ
の
挑
戦
の
歴
史
で
も
あ

る
。
古
く
は
白
く（
時
に
は
茶
か
ら
黒

色
に
）変
化
し
た
水
晶
体
を
そ
の
ま
ま

の
サ
イ
ズ
で
、
眼
外
へ
摘
出
す
る
た

め
、
切
開
創
は
12
㎜
ほ
ど
に
及
ん
で

い
た
。
１
９
６
７
年
にK

elm
an

先

生
が
超
音
波
水
晶
体
乳
化
吸
引
術
を

初
め
て
導
入
し
、
革
命
的
な
変
化
が

起
こ
っ
た
。
水
晶
体
を
除
去
す
る
だ

け
で
あ
れ
ば
、
３
㎜
程
度
の
切
開
創

か
ら
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
眼

内
レ
ン
ズ
を
挿
入
す
る
た
め
に
６
㎜

の
切
開
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
後
、

眼
内
レ
ン
ズ
の
素
材
が
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
か

ら
柔
ら
か
い
シ
リ
コ
ン
や
ア
ク
リ
ル

と
な
り
、
３
㎜
の
切
開
創
か
ら
６
㎜

の
眼
内
レ
ン
ズ
が
挿
入
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
で
は
眼
内
レ
ン
ズ

の
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
改
良
に
よ
り

2.5
㎜
以
下
の
切
開
創
か
ら
手
術
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

白
内
障
手
術
の
進
歩
に
よ
り
、
白

１
．
は
じ
め
に

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
は
、
気
道
感
染

症
や
耳
鼻
科
感
染
症
と
し
て
重
要
で
、

肺
炎
球
菌
性
肺
炎
は
現
在
市
中
肺
炎

の
第
１
位
を
占
め
、
25

−

35
％
に
あ

た
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球

菌
性
肺
炎
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
と

と
も
に
重
症
肺
炎
の
双
璧
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
実
数
か
ら
み
て
、

肺
炎
球
菌
性
肺
炎
が
特
に
重
要
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

２
．
肺
炎
球
菌
と
は
？

　

肺
炎
球
菌
は
、
グ
ラ
ム
染
色
で
は

青
く
染
ま
っ
た
菌
体
が
二
つ
並
ん
で

い
て
、
菌
体
の
周
囲
が
抜
け
て
み
え

る
莢
膜
を
も
っ
た
、
グ
ラ
ム
陽
性
球

菌（
双
球
菌
）で
す
。
１
8
8
1
年
に
、

ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
化
学
者
に

よ
っ
て
同
時
に
独
立
し
て
単
離
さ
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
菌
の
特

徴
は
、
莢
膜（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

と
い
わ
れ
る
膜
が
菌
の
周
囲
に
み
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
食
細
胞
に
よ
る

  W
ell ag

ing
4

 

高
齢
者
と
視
力

　
　

白
内
障
と
加
齢
黄
斑
変
性

眼
科
部
長
　
山
西 

茂
喜

  T
opics1

 

話
題
の
ワ
ク
チ
ン

　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

呼
吸
器
科
　
牧
野 

英
記

第４回
７月22日

第５回
８月26日

　

五
感
の
う
ち
で
も
視
覚
は
外
界
か

ら
の
情
報
の
約
８
割
を
占
め
て
い
る

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
眼
の
構
造
は
カ
メ
ラ
に
非
常
に

よ
く
似
て
お
り
、
水
晶
体
は
眼
球
の

前
方
に
位
置
し
、
奥
に
網
膜
と
呼
ば

れ
る
フ
ィ
ル
ム
に
相
当
す
る
部
分
が

あ
る
。
高
齢
者
の
視
覚
障
害
の
原
因

と
し
て
、
老
視
・
老
人
性
白
内
障
・

糖
尿
病
網
膜
症
・
加
齢
黄
斑
変
性
・

緑
内
障
が
あ
る
。
今
回
は
白
内
障
と

内
障
の
手
術
時
期
は
か
な
り
変
化
が

起
こ
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
各
人
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
手
術

時
期
を
決
め
て
い
る
。
例
え
ば
車
の

免
許
が
必
要
で
あ
れ
ば
0.7
、
読
書
で

あ
れ
ば
0.4
程
度
、
身
の
回
り
の
こ
と

が
出
来
れ
ば
い
い
の
で
あ
れ
ば
0.2
程

度
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
患
者
各
人

が
ど
の
程
度
視
力
低
下
を
き
た
せ
ば
、

自
分
の
生
活
に
問
題
が
出
て
く
る
か
、

そ
の
手
術
時
期
も
各
々
異
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

加
齢
黄
斑
変
性

　

加
齢
黄
斑
変
性
は
網
膜
の
中
心
部

（
黄
斑
）に
、
新
生
血
管
を
生
じ
、
視

力
低
下
や
視
野
欠
損
を
き
た
す
疾
患

で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
日
本
に
お

い
て
は
中
途
失
明
原
因
の
第
４
位
で

あ
る
が
、
欧
米
で
は
こ
の
加
齢
黄
斑

変
性
が
第
１
位
で
あ
り
、
日
本
で
も

患
者
数
が
増
化
し
て
お
り
、
近
い
将

来
、
視
力
障
害
の
最
も
主
要
な
原
因

と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

加
齢
黄
斑
変
性
の
有
病
率
は
男
性

2.2
％
、
女
性
0.8
％
で
、
男
性
に
多
い

疾
患
で
あ
る
。
紫
外
線
や
タ
バ
コ
が

悪
化
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
は
っ

き
り
と
し
た
原
因
は
今
の
と
こ
ろ
不

明
で
あ
る
。
加
齢
黄
斑
変
性
に
は
大

き
く
分
け
て
滲
出
型
と
萎
縮
型
が
あ

り
、
萎
縮
型
の
治
療
法
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
が
、
進
行
が
遅
い
た
め
、
そ

れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
滲

出
型
は
短
期
間
の
間
に
、
滲
出
性
網

膜
剥
離
や
網
膜
下
出
血
な
ど
を
生
じ
、

急
激
に
視
力
低
下
を
来
す
。
初
期
症

状
は
ゆ
が
み（
変
視
症
）

で
あ
る
が
、
こ
の
時
点

で
は
な
か
な
か
眼
科
を

受
診
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
重
篤
に
な
っ
て
か

ら
受
診
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。
加
齢

黄
斑
変
性
に
重
要
な
検

査
と
し
て
、
螢
光
眼
底

撮
影
が
あ
る
。
フ
ル
オ

レ
サ
イ
ト
と
イ
ン
ド
シ

貪
食
を
受
け
に
く
く
さ
せ
、
増
殖
を

繰
り
返
す
こ
と
で
病
原
性
を
発
揮
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
1
）

　

こ
の
菌
は
、
健
常
人
の
５

−

10
％
、

健
常
小
児
の
20

−

40
％
が
鼻
咽
頭
部

に
保
菌
し
て
お
り
、
菌
血
症
の
発
生

率
は
２
歳
ま
で
と
55
歳
以
上
で
増
加

し
、
肺
炎
か
ら
の
発
症
が
25
%
を
占

め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球

菌
性
肺
炎
の
発
生
率
は
、
70
歳
以
上

の
方
で
は
若
年
男
性
と
比
べ
て
、
実

に
14
倍
も
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
肺
炎
以
外
に
も
複
数
の
臓
器
に

症
状
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
が
敗
血
症
や
髄
膜
炎
な
ど

の
重
篤
な
病
態
と
な
り
ま
す（
図
2
）

発
症
機
構
は
、
１
．
定
着（
鼻
咽
頭

部
へ
付
着
し
て
増
殖
の
の
ち
定
着
）

２
．
侵
入（
耳
管
・
副
鼻
腔
・
気
管

へ
侵
入
し
、
感
染
が
成
立
）３
．
貪

食
回
避（
貪
食
細
胞
に
は
、
莢
膜
多

ア
ニ
ン
グ
リ
ー
ン
と
い
う
２
種
類
の

造
影
剤
を
用
い
て
、
網
膜
下
の
新
生

血
管
を
同
定
す
る
。

　

加
齢
黄
斑
変
性
の
治
療
は
レ
ー

ザ
ー
光
凝
固
・
新
生
血
管
抜
去
術
・

経
瞳
孔
温
熱
療
法
・
光
線
力
学
療
法
・

抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
が
あ
る
が
、
特
に

２
０
０
９
年
よ
り
日
本
で
も
発
売
さ

れ
た
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
は
、
今
ま
で

の
治
療
で
は
進
行
防
止
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
成
績
が
、
こ
の
治
療
に
よ
り

若
干
の
視
力
改
善
効
果
が
あ
り
期
待

さ
れ
て
い
た
が
、
新
生
血
管
を
消
失

さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
ず
、
今

後
さ
ら
な
る
治
療
法
の
改
善
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

図1
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図4

図7

図2

図5

図3

図6

糖
体
を
認
識
す
る
受
容
体
が
な
い
）

４
．
起
炎
症
性
因
子（
細
胞
毒
性
を
示

す
物
質
を
産
生
し
、
補
体
を
活
性
化

し
炎
症
を
惹
起
す
る
）と
い
わ
れ
る

4
つ
の
S
t
a
g
e
を
経
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。（
図
3
）そ
れ
に
対
し

て
宿
主
と
し
て
も
防
衛
し
た
い
の
で

す
が
、
抗
莢
膜
抗
体
は
自
然
免
疫
で

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ

ニ
ー
や
感
染
、
ワ
ク
チ
ン
で
獲
得
す

る
免
疫
で
あ
り
、
そ
の
抗
体
産
生
に

2
週
間
と
い
う
時
間
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
I
g
G
産
生
低
下

/
白
血
球
・
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
貪

食
能
障
害
/
衰
弱
・
栄
養
不
良
患
者

で
は
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
欧
米
諸
国
に
例
を
見

な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
愛
媛
県
は
全
国
平

均
の
10
年
先
を
行
く
と
い
わ
れ
て
お

り
、
高
リ
ス
ク
群
が
多
数
存
在
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

３
．
肺
炎
球
菌
概
説

23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
成
人
用
）

（
図
4
）は
1
9
8
8
年
に
日
本
で
発

図１

図２

図３

　

は
じ
め
に　

最
近
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
特
に

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

① 

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、

　

 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

小
児
救
急
で
は
一
番
早
期
発
見
が
必

要
な
疾
患
は
乳
幼
児
の
髄
膜
炎
で
あ

る
。
松
山
市
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統

計
で
は
こ
の
数
年
で
年
間
１
２
０
０
０

人
の
患
者
さ
ん
が
受
診
し
て
い
る
。（
図

１
）こ
の
約
半
数
は
２
歳
ま
で
の
乳
幼

児
で
発
熱
が
一
番
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

髄
膜
炎
の
鑑
別
は
難
し
く
、
翌
朝
ま
で

待
つ
こ
と
が
手
遅
れ
に
な
る
可
能
性
は

高
い
。
し
か
し
、
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
既
往
が
あ

れ
ば
、
翌
朝
ま
で
受
診
を
待
て
る
率
が

高
く
な
る
。
つ
ま
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

救
急
医
療
対
策
で
も
あ
る
。
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話
題
の
ワ
ク
チ
ン

　

子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、Ｈ
Ｐ
V
ワ
ク
チ
ン

小
児
科
部
長
　
小
谷 

信
行

第５回
８月26日

　

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（H
.influenzae

）は
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の

原
因
菌
の
半
数
を
占
め
、
そ
の
う
ち
ほ

ぼ
全
例
が
ｂ
型
株
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
Ｈ
ｉ
ｂ
保
菌
者
の
増
加
や

薬
剤
耐
性
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
治
療

が
難
渋
し
、
死
亡
率
も
高
く
、
後
遺
症

と
し
て
、
高
度
脳
障
害
、
硬
膜
下
血
腫
、

難
聴
、て
ん
か
ん
、水
頭
症
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
菌
に
よ
る
髄
膜
炎
予
防
に
は
乳
児

期
早
期
に
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
海
外

で
は
20
年
前
か
ら
、
約
１
０
０
カ
国
に

導
入
さ
れ
て
、
劇
的
な
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。
日
本
で
は
２
０
０
８
年
か
ら
導

入
さ
れ
て
、 

対
象
年
齢
は
生
後
2
か
月

～
５
歳
で
、
任
意
接
種
の
た
め
、
費
用

は
基
本
的
に
全
額
自
己
負
担
で
あ
る
の

で
、
自
己
負
担
の
な
い
定
期
接
種
化
が

望
ま
れ
る
。

　

今
回
乳
児
を
対
象
に
始
ま
っ
た
７
価

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
球
菌（ S. 

pneum
oniae

）90
種
類
以
上
あ
る
血
清

型
の
う
ち
、
感
染
頻
度
の
高
い
７
種
の

血
清
型
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。

肺
炎
球
菌
は
乳
児
期
早
期
に
副
鼻
腔
に

常
在
化
し
、
中
耳
炎
、
肺
炎
、
菌
血
症
、

髄
膜
炎
を
お
こ
す
。

　

保
育
園
の
子
ど
も
達
は
特
に
入
園
後

早
期
に
肺
炎
球
菌
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
の
高
い
保
菌
率
を
示
す
。（
図
２
）働

売
さ
れ
ま
し
た
。
図
5
は
そ
の
使
用

量
の
年
次
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

発
売
当
初
は
ご
く
限
ら
れ
た
使
用
の

み
で
し
た
が
、
2
0
0
2
年
頃
よ
り

マ
ス
コ
ミ
等
の
影
響
に
よ
り
徐
々
に

増
加
し
、
2
0
0
9
年
に
は
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
公
費
助
成
の
普
及

に
よ
り
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
関
し
て
は
米
国

の
65
％
と
比
べ
る
と
全
国
平
均
は

1
/
9
の
み
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
後

進
国
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
現

状
で
す（
図
6
）。
愛
媛
県
に
至
っ
て

は
さ
ら
に
そ
の
半
分
と
非
常
に
低
い

接
種
率
し
か
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
普

及
活
動
を
是
非
行
う
べ
き
事
柄
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で

接
種
率
が
高
い
都
道
府
県
を
み
て
み

る
と
、
公
費
助
成
の
充
実
し
た
地
域

と
完
全
に
相
関
し
て
お
り（
愛
媛
県

で
は
伊
方
町
の
み
）、
行
政
へ
の
働
き

か
け
が
重
要
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
と
し
て

は
、
１
．
他
の
菌
体
成
分
は
含
ま
れ

ず
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
の
み

を
含
む
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ワ

ク
チ
ン
で
あ
る　

２
．
原
因

菌
の
約
80
%
の
莢
膜
型
を
カ

バ
ー
し
う
る　

３
．
１
回
の

接
種
に
よ
り
抗
体
価
上
昇
が

約
5
年
間
継
続
す
る　

４
．

耐
性
菌
に
も
有
効
で
あ
る 

な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
侵

襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
高

齢
慢
性
肺
疾
患
患
者
の
入
院
・

死
亡
リ
ス
ク
な
ど
へ
の
軽
減

効
果
を
持
ち
、
副
反
応
も
局

所
反
応
が
中
心
で
す
。
さ
ら

に
、
日
本
呼
吸
器
学
会
な
ど

が
中
心
に
な
っ
て
厚
生
労
働

省
へ
働
き
か
け
を
行
い
、
よ

う
や
く
2
0
0
9
年
に
添
付

文
書
の
大
幅
な
改
訂
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
重
要
な
改
訂

は
再
接
種
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
で
二
の
足

を
踏
ん
で
い
た
症
例
に
対
し

て
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
免
疫
抑

制
剤
使
用
中
の
患
者
さ
ん
へ
の
接
種

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
接
種

も
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

２
．
さ
い
ご
に

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
安
全
性
・

有
効
性（
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

予
防
効
果
/
耐
性
菌
へ
の
効
果
）が
確

立
さ
れ
、
費
用
対
効
果
が
高
い
非
常

に
優
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
ず
は
医
療
者
自
身
が
予

防
医
学
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
上

で
、一
般
の
方
々
へ
の
啓
蒙（
病
院
内
・

い
て
い
る
お
母
さ
ん
方
は
、
子
ど
も
さ

ん
の
発
熱
、
特
に
肺
炎
球
菌
に
よ
る
中

耳
炎
の
発
熱
の
た
め
に
、
仕
事
を
休
ま

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
頻
繁
に
み
ら
れ

る
。
し
か
も
耐
性
菌
が
多
い
の
で
薬
も

効
か
な
い
状
態
で
通
院
も
増
え
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
乳
幼
児
や
家
族
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
る
。
米
国
の
統
計

で
は
、
中
耳
炎
、
肺
炎
、
髄
膜
炎
が
劇

的
に
減
少
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

生
後
２
ヶ
月
よ
り
９
歳
ま
で
接
種
で

き
る
が
、
乳
児
期
早
期
に
接
種
が
望
ま

し
い
。
な
お
、
従
来
か
ら
あ
る
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
は
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

は
適
応
が
な
い
。

② 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　

 （
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
ど
も
さ
ん
に
は

関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
若
い

女
性
の
子
宮
頸
が
ん
が
増
加
し
て
る
の

で
、
予
防
や
教
育
は
小
児
期
か
ら
行
う

こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。（
図
３
） 

子
宮

頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（H
PV

）の
感
染
に
よ
り
お
こ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
感
染
後
10
年
以
上
経

過
し
て
か
ら
発
病
す
る
の
で
、
感
染
予

防
は
初
め
て
の
性
行
為
の
前
か
ら
、
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 H

PV

ワ
ク

チ
ン
は
10
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
が

で
き
る
の
で
、
少
な
く
と
も
思
春
期
早

期
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し

か
し
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
感

染
は
70
％
程
度
な
の
で
、
子
宮
が
ん
検

診
と
ワ
ク
チ
ン
の
両
者
で
完
全
な
予
防

早
期
発
見
を
達
成
し
、
子
宮
全
摘
で
不

妊
に
な
る
女
性
を
な
く
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

と
検
診
を
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
受
け
る

教
育
が
必
要
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
、
遅
れ
て
い
た
日
本
の
ワ

ク
チ
ン
事
情
も
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
よ

り
、
大
き
く
進
歩
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
実
際
に
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
届
け
る
に
は
、医
療
者
、行
政
、

教
育
、
家
庭
の
現
場
が
協
力
、
連
携
し

て
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

外
で
の
普
及
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
周
知
な
ど
）を
行
政

を
巻
き
込
ん
だ
形
で
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
愛
媛
県

の
医
療
の
質
を
高
め
て
い

け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。（
図

7
）
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お 知 ら せ
松山赤十字病院登録医制度について

平成22年12月１日現在、当院の登録施設は359、登録医は518名です。
今後も随時、受付けておりますので当院地域医療連携室までお問い合わせくだ
さい。
ＴＥＬ（089）926−9516

FAXによる受診予約について
　地域医療連携室では、従来より地域のかかりつけ医の先生方からFAXによる紹
介患者の受診予約を承っております。これによって紹介初診患者を、来院日には
待たせることなく、受診される診療科へご案内することが可能になり、好評で
す。
　是非、ＦＡＸによる受診予約をご利用頂きますようお願い申し上げます。
ＦＡＸ（089）926ー9547（24時間受付）
ＴＥＬ（089）926ー9527（平日8:30〜17:10）

紹介状のある患者にかかる診療受付時間 （土曜･日曜･祝祭日を除く）
○午後₃時まで受付可能な診療科（毎日）

内 科
消 化 器 内 科
外科（血管外科除く）

脳 神 経 外 科
小 児 科
放 射 線 科

循 環 器 内 科
心 臓 血 管 外 科
腎 臓 内 科

歯 科 口 腔 外 科

○午後₃時まで受付可能な診療科（曜日限定）
整 形 外 科
耳 鼻 咽 喉 科
眼 科
皮 膚 科

火 木 泌 尿 器 科
リ ウ マ チ 科
呼 吸 器 外 科
小 児 外 科

火 木
月 火 木 火 木 金
月 水 金 火 木 金
月 火 木 金 月 水 金

○午前11時までの診療科
神 経 内 科 形成外科（月・火・木・金） リハビリテーション科（火・水・金）

麻 酔 科（月・水・金 ） 呼吸器内科（月・水・木） 産 婦 人 科
注：いずれの診療科も緊急を要し地域医療連携室を通した患者に限ります。
　　緊急を要しない患者の受付は従来通り午前11時までです。

※各診療日の担当医師につきましては、学会等により代診、休診とさせていただく場合がございますのでご了承ください。

外 来 診 療 担 当 医 表 ホームページ上で随時更新しております。
http：//www.matsuyama.j rc.or . jp/ H22.12.１現在

診療の予約について
再診の場合：全科予約制となっております。
初診の場合：小児科・産婦人科のみ電話による予約制をとっております。
	 　※予約受付時間　午後２時〜４時（時間厳守願います。）
	 　　・小児科　　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８４ （直通）
	 　　・産婦人科　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８５ （直通）

〜「紹介状」をお持ちください〜
　当院では医療の役割分担（病院と診療所の連携）を進めるという国の医療制度
に則り、地域医療の充実に貢献する方針で地域の診療所と緊密に連携し、役割に
応じた質の高い安全な医療をご提供したいと考えております。
　この場合、診療所と当院を結ぶのが診療所の先生（かかりつけ医）がお書きく
ださる「紹介状」です。この紹介状によって患者に、よりスムーズに当院での検
査や入院治療を受けていただくことができます。
　お手数ですが「紹介状」をお持ちください。お持ちいただかない場合でも診療
を受けられますが、その場合は初診にかかる「保険外併用療養費」として診療料
金の他に、別途３,１５０円（消費税込）をお支払いいただくことになります。

診療科目 月 火 水 木 金

内 科

総 合 内 科
上田陽子

濱田千鶴

藤　﨑
(予約のみ)

上　田

藤　﨑

安　永

横田英介
(予約のみ)

中　西

岡　田
上　田

植木尚子

糖 尿 病 岡田貴典
能美幸信

近藤しおり 岡　田
近　藤

近　藤
能　美

能　美

高 血 圧 福岡富和 福　岡 福　岡

血 液 藤﨑智明
安永　愛

牟田　毅 中西英元 藤　﨑
上　田 牟　田

糖 尿 病 教 室 毎週水・金曜日  10：00〜12：00（岡田・近藤・能美）

肝 胆 膵
センター

午 前
武智俊治
上甲康二
大野芳敬

横田智行
上　甲

大久保智恵

三宅泰之
武　智

矢野　誠
横　田

横　田
上　甲
大　野

午 後
武　智

（予約・緊急のみ）
（予約・緊急のみ）

上　甲
大久保

検　査
（緊急のみ）

検　査
（緊急のみ）

横　田
上　甲
大　野

胃 腸
センター
（消化器内科）

外
来
部
門

午
　
前

新 患 藏原晃一 川崎啓祐 藏　原 船田摩央 藏　原
予 約 大津健聖 藏　原 阿　部 川　崎 船　田
専門外来 炎症性腸疾患 炎症性腸疾患 炎症性腸疾患

午
後

新 患 阿部光市 鷲尾恵万 当番医 大　津 古　賀
予 約 堺　勇二 堺 古賀千晶 米湊　健

検
査
部
門

午　前 上部消化管内視鏡および造影検査

午　後 小腸大腸内視鏡検査および内視鏡治療

循 環 器
センター

循
環
器
内
科

新 患 堺　浩二 久保俊彦 高橋　優 松坂英徳 芦　原
予
約

午 前 堀本拡伸 芦原俊昭 芦　原 高　橋 久　保
午 後 佐々木香織 古賀純一郎 久　保 堺 松　坂

心
外 午  前 梅末正芳 松井完治

呼 吸 器
センター

呼 吸 器 内 科 兼松貴則
梶原浩太郎

兼　松
（再診のみ）

兼　松
山子泰斗

梶　原 兼　松
（再診のみ）

呼 吸 器 外 科 馬場博充 横山秀樹
三浦奈央子

横　山

検 査 ・ 手 術 手　術 気管支ファイバー 手　術 気管支ファイバー
※呼吸器内科：紹介状をお持ちの患者様のみ診察いたします。（月・水・木 )。

腎センター 原田篤実
上村太朗

原　田 原　田 上　村 岡　秀明

脳卒中・
脳 神 経
センター

神 経 内 科 山下順章
志田憲彦

山　下
志　田

山　下
志　田

山　下
志　田

山　下
志　田

脳 神 経 外 科 石井大造
瀬山　剛

武智昭彦 曽我部貴士
瀬　山

石　井 曽我部
武　智

小 児 科
午 前

小谷信行
片岡京子
松本知華

近藤陽一
髙岩正典

小　谷
片岡優子
西㟢眞理
吉川知伸

片岡(京)
髙橋大介

近　藤
髙　岩

神 経 眞庭　聡 眞　庭 中野広輔 眞　庭 中　野
循環器 堀川定儀 堀　川 堀　川

午 後 血　液 乳児健診 アレルギー 内分泌 未熟児
発達外来

産婦人科

午 前
樋渡小百合
田中寛希
妹尾大作

大下裕子
弓削乃利人
本田直利

大　下
兵　頭
妹　尾

樋　渡
兵　頭

横山幹文

横　山
兵　頭
本　田

午 後

梶原涼子
宮崎順秀
妹　尾

梶　原
東　條

東條伸平
弓　削
妹　尾

宮　崎 東　條
田　中
本　田

手　術 手　術 手　術 手　術

外 科

午 前

白石　猛
姉川　剛

白　石
丸山晴司
増田隆伸

高橋郁雄
島袋林春
中島雄一郎

西㟢　隆
黒田陽介

高　橋
島　袋

乳 腺 井上博道 井　上 井　上 井　上

血 管

山岡輝年
（再診）
大峰高広
（新患）

山　岡
（新患）
大　峰

（新患）

午 後
小児外科 野口伸一 野　口 野　口

ストーマ外来 外来手術
緩和ケア 白　石

※緩和ケア外来は、毎週水曜日14:00～17:00(完全予約制：原則として1日最大3名まで)

診療科目 月 火 水 木 金

整形外科
中城二郎
小林孝明
古田太輔

山本　進（手）
野田慎之（脊）
三藤建志

山　本
西森（膝）

大前博路（肩）

中城（股）
小林（膝）
吉塚将昭

野　田
西　森
大　前

※（手）：手の外科、（脊）：脊椎外科、（膝）：膝関節外科、（肩）：肩関節外科、（股）：股関節外科

リハビリテーション科 田口浩之 田　口 田　口

リウマチ
膠 原 病
センター

リ ウ マ チ 科 水木伸一 水　木
鎌田一億 手　術 水　木

鎌　田
鎌　田

内 科 押領司健介 横田英介 押領司 押領司 横　田

泌尿器科
午 前

藤井元廣
田丁貴俊

藤　井
田　丁

矢野　明
尾澤　彰

藤　井
尾　澤

北野弘之

藤　井
田　丁
矢　野

矢　野
尾　澤

午 後 予約検査 予約検査 第1・3
ストーマ外来

※月・水・金曜日は手術日につき、上記の診療担当医が変更することがあります。

耳鼻咽喉科
午 前

有友　宏
川上美由紀
真田朋昌

篠森裕介
川　上
真　田

担当医 篠　森
真　田
有　友

担当医

手　術 手　術 手　術
午 後 検査（透視） 手　術 検査（透視） 手　術
※水・金曜日は新患のみ診察します。

眼 科

午 前
児玉俊夫 堀　内 山西茂喜 児　玉 山　西
堀内良紀 菊地正晃 木村　徹 野口　毅 菊　地
竹澤由起 竹　澤 依光明生 野　口

午 後
児　玉 山　西 山　西
堀　内 手　術 木　村 手　術 菊　地
竹　澤 竹　澤 野　口

※火・木曜日は手術のため病棟診療はありません。緊急の場合はご連絡ください。

皮 膚 科 南　満芳 南 福井眺万 南 南

形成外科 庄野佳孝 庄　野 手　術 庄　野 庄　野

麻 酔 科 安部俊吾 森田美由紀 安　部

心療内科
・精神科 ※当面の間、外来診療については休診いたします。

放射線科
新 患 村田繁利 村　田 村　田 村　田 村　田
予 約 吉岡真二 吉　岡 吉　岡 吉　岡 吉　岡
放 射 線 治 療 浦島雄介 浦　島 浦　島 浦　島 浦　島

歯 科
口腔外科

口 腔 外 科 寺門永顕 寺　門 寺　門 寺　門 寺　門

歯 科 中川雅博
兵頭正秀

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

　当院では、患者のご紹介をＦＡＸで頂いた際、診療科によって確認方法が異
なっております。その中で一部の診療科（消化器内科・循環器内科・呼吸器内
科・外科等）については、スムーズな診察に繋げるため、頂いた診療情報提供
書を担当の医師や看護師が必ず目を通し内容を確認をするため、お返事までに
時間を要することがございます。上記の診療科に限らず、お返事に時間を要す
ることが明らかな場合には、一度その旨をご連絡させていただきます。

地域医療連携室からのお知らせ ～紹介患者予約受付について～


